
所 属：個人所属

型 式：シェンプ・ヒルト式ディスカスｂ型（滑空機、単座）

登録記号：ＪＡ９７ＫＤ

発生場所：栃木県河内郡上河内町大字上小倉１２４７

発生日時：平成１２年３月１８日 １４時１０分ごろ

１ 航空事故調査の経過

1.1 航空事故の概要

ＪＡ９７ＫＤは、平成１２年３月１８日（土 、レジャーのため、機長だけが搭）

乗し、栃木県小山絹滑空場を飛行機曳航で発航し、同県河内郡上河内町付近上空を

飛行中、１４時１０分ごろ、水田に不時着した際、機体を損傷した。

搭乗者の死傷 負傷無し

航空機の損壊 中破

1.2 航空事故調査の概要

主管調査官が、平成１２年３月１９日、現場調査を実施した。

原因関係者から意見聴取を行った。

２ 認定した事実

2.1 航空機乗組員等に関する情報

機長 男性 ３０歳

自家用操縦士技能証明書 （滑空機） 第１８８８８号

限定事項 上級滑空機 平成 ４ 年１０月１２日

操縦教育証明（滑空機） 第８４９号

平成 ６ 年 ４ 月１４日

総飛行時間 ２８９時間５４分（発航回数１,４８７

回）

最近３０日間の飛行時間 １３時間１２分（発航回数回）

同型式機飛行時間 ２７時間１８分（発航回数２回）

最近３０日間の飛行時間 ４時間５４分（発航回数回）

2.2 航空機に関する情報

2.2.1 航空機

型 式 シェンプ・ヒルト式ディスカスｂ型



総飛行時間 １２０時間３７分

事故当時の重量及び重心位置 ３４５ 、２８.３ と推算され、許容kg cm

範囲内と推定される。

2.2.2 航空機各部の損壊の状況

1 胴体（後部） 破断( )

2 エレベーター 損傷( )

3 キャノピー 亀裂( )

2.3 気象に関する情報

2.3.1 事故現場の北北西約９ に位置する宇都宮地方気象台塩谷地域気象観測所km

の事故関連時間帯の観測値は、次のとおりであった。

14時00分 風向 南東、風速 ３ 、気温 １２.４℃、日照時間 １ｈ、m/s

mm降水量 ０

2.3.2 機長によれば、事故現場付近の気象は、次のとおりであった。

天気 晴れ、風向 ２７０°、風速 ２～３ 、視程 １０ 以上m/s km

2.4 現場調査

2.4.1 事故現場の状況

事故現場は、河内郡上河内町の水田内で、機体は機首を概ね南西に向けて停止

していた。機体の南側には、南北方向に約２０ｍの接地痕跡があった。これらは、

主車輪、尾輪、主翼によるものと推定された。畦には胴体が接地した時に生じた

と推定される痕跡があった。機体の近くには、胴体破片があった。

（付図１、２及び写真１、２参照）

2.4.2 飛行の経過

事故に至るまでの経過は、機長によれば、概略次のとおりであった。

小山絹滑空場に１０時ごろ到着し、飛行仲間と協力して機体を組立て、そ

の後、点検を実施し、異常のないことを確認した。

視程は悪く、遠くまで飛行が出来る日ではないと思われたので、周辺の飛

行を考えた。

小山絹滑空場（標高３３ｍ）周辺の飛行予定で、１２時４０分ごろ飛行機

曳航にて、高度計を０ｍにセットして発航した。１２時４５分ごろ、結城市

上空６００ｍで飛行機曳航から離脱した。その後上昇を続け、１３時１０分



ごろ小山絹滑空場の北約９ の位置で高度１,３００ｍに達した。km

高度が得られ、飛行を継続できそうになったので、予定を変更し小山絹

滑空場の北約５０ の東北自動車道矢板インターチェンジを目指し、km

１,０００～１,５００ｍの高度を保ち、飛行を続けた。１３時５０分ごろ

矢板インターチェンジ上空１,０００ｍに達した。

その後、小山絹滑空場に向かって南下を開始したが、矢板インターチェン

ジから約８ 南に位置する氏家滑空場（標高１６５ｍ）上空で８００ｍまでkm

高度が低下したので、小山絹滑空場への飛行を続けるには上昇する必要があ

り、上昇気流の発生が期待できる氏家滑空場の北西約７ の羽黒山（標高km

４５８ｍ）上空に向かった。この時、最悪の場合は、氏家滑空場に着陸しよ

うと考えた。

羽黒山付近上空で上昇気流による高度回復ができず、５００ｍまで高度が

低下してしまい、小山絹滑空場への飛行はできないばかりか、氏家滑空場へ

の着陸も困難と判断し、水田に不時着することを決意した。

北東に向け進入し、着陸したが、気が付いたら、機体は機首を南西に向け、

胴体後部を損傷し、畦に乗り上げ停止していた。

（付図１、２及び写真１、２参照）

2.5 その他必要な事項

本飛行に関し、航空法第９７条第２項に定める飛行計画の通報は、なされていな

かった。

３ 事実を認定した理由

3.1 同機は、機長の口述から、小山絹滑空場周辺で飛行する予定を変更し、同滑空

場から約５０ 離れた矢板インターチェンジ付近まで飛行し、帰投中、河内郡上河km

内町付近上空で、高度が低下したため、小山絹滑空場への飛行はできず、近くの氏

家滑空場への着陸も困難と判断して、水田に不時着したものと推定される。

なお、調査の結果から同機には、不時着までは事故と結びつくような不具合は、

無かったものと推定される。

3.2 機体を損傷したことについては、機体の損傷状況及び地上痕跡から畦に強く衝

突したためと推定される。このことは、同機が横背風を受けたため、着陸時、強く

接地し、バウンドして、斜横滑りのまま畦に衝突し、胴体後部が畦に乗り上げたこ

とによるものと推定される。



3.3 同機が不時着したことは、飛行に見合う気象情報や着陸適地の情報等を得ない

まま予定の飛行空域を安易に変更したことが、関与したものと考えられる。

４ 原因

本事故は、同機が飛行を継続するための高度が得られず、水田に不時着した際、畦

に衝突し、機体を損傷したことによるものと推定される。










